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2021年度学校推薦型選抜（11月16日実施）

数学ⅠＡⅡＢ問題
（17ページ〜23ページ）
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−　−18数学Ⅰ A Ⅱ B

　 　　次の空欄に当てはまる数値または符号をマークしなさい。

〔 1 〕　（− 2 x5 − 3 x4 ＋ 4 x3 ＋ 3 x ＋ 5）（x3 ＋ 4 x2 ＋ 3 x ＋ 7）を展開すると，x5 の係数は

アイ ，x3の係数は ウエ である。

〔 2 〕　4 種の数字 0，1，2，3 について，それぞれの数字を重複して用いてもよいとき，これ

らの数字を使ってできる 4 桁の偶数は全部で オカ 通りである。また，数字を重複して

用いないとき，これらの数字を使ってできる 4 桁の偶数は全部で キク 通りである。

〔 3 〕　下の図のような，AB＝AC＝√─3 である直角二等辺三角形ABCにおいて，

 DE＝
サ

ケ コ−
，BE＝

セ

シ ス＋
である。

 ただし， シ ＞ ス である。

〔 4 〕　log2 x＝− 5 のとき，x＝
ソ

タチ
である。

 　また，log 1
2
（1 −x）＞ 2 のとき，

ツ

テ
＜x＜ ト である。

〔 5 〕　AB＝（2，2，− 1），AC＝（0，1，− 1）のとき，cos∠BAC＝
ニ

ナ
である。

 　また，D（3，7，6）を通り，ABに平行な直線は，

 
ネ

ヌx−
＝

ハ

ノy−
＝−z＋ ヒ である。

Ⅰ

A

D60°

E CB
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−　−20数学Ⅰ A Ⅱ B

　 　　次の空欄に当てはまる数値または符号をマークしなさい。

〔 1 〕　a，b，c，d，e，f は正の整数で，a＜b＜c＜d＜e＜f とする。このとき，2 つの集合，

S＝｛ a，b，c，d，e，f ｝，T＝｛ a2，b2，c2，d2，e2，f 2 ｝について考える。

 ただし，全体集合をUとする。

⑴　S∩T＝｛ a，d，e ｝として表すことができるとき，a＝ ア である。

⑵　⑴の条件に加えて，d＋e＝13であるとき，d＝ イ ，e＝ ウ である。

⑶　⑵の条件に加えて，S‾ ∩Tに属する整数の和が218のとき，f ＝ エオ である。

〔 2 〕　初項 6，公比 2 の等比数列において，次の問いに答えよ。

⑴　この数列の一般項は an＝ カ ・ キ n−1 である。

⑵　この数列で初めて1000を超えるのは第 ク 項である。

⑶　この数列で初項からの和が初めて10000を超えるのは，第 ケコ 項までの和のとき

である。

Ⅱ
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−　−22数学Ⅰ A Ⅱ B

　 　　次の空欄に当てはまる数値または符号をマークしなさい。

座標平面上に，直線ℓ：y＝x− 1 と円C1：（x− 3）2＋y2＝20および点（9，3）を中心とす

る円C2 があり，円C1 と円C2 は外接している。

〔 1 〕　円C1 の半径は ア イ である。

〔 2 〕　直線ℓと円C1 の 2 つの交点の座標は，x 座標の小さい方から順に

 （ ウエ ， オカ ），（ キ ， ク ）である。

〔 3 〕　円C2 の半径は ケ である。

〔 4 〕　円C1 と円C2 の接点をPとする。このとき，P（ コ ， サ ）であり，円C1 と円C2

に共通な接線のうちPを通る接線の方程式は，y＝ シス x＋ セソ である。

〔 5 〕　円C1 と円C2 に共通な接線のうち，〔4〕のPを通らない 2 本の接線の交点をQとする。こ

のとき，Q（ タチ ， ツ ）である。

Ⅲ
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